
　
温
室
効
果
ガ
ス
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
問
題
の
対
応
策
と
し
て
注
目
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一

つ
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
。
導
入
コ
ス
ト
の
多
く
を
占
め
て
い
た
設
置
工
事
費
が
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。
経
済
産

業
省
が
２
０
１
３
年
５
月
に
ま
と
め
た
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
促
進
基
礎
調
査
」
に
よ
る
と
、
こ
の
３
年
間

で
、
１

あ
た
り
約

円
か
ら
約

円
へ
２
割
程
度
下
降
し
た

―

年
、
住
宅
用

と
い
う
。
そ
の
原
因

の
一
つ
に
架
台
の
多
様
化
が
あ
る
。
産
業
用
・
住
宅
用
と
も
に
、
簡
単
構
造
・
軽
量
で
施
工
し
や
す
く
、
高
耐
久

な
も
の
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
向
け
た
各
メ
ー
カ
ー
の
研
究
開
発
も
進
ん
で
い
る
。

兵庫県佐用町が産官連携で導入する木
造架台のメガソーラー（試作モデル）

日
本
太
陽
光
シ
ス
テ
ム

　
日
本
太
陽
光
シ
ス
テ
ム
の
地
上
設
置
型
太
陽
光

モ
ジ
ュ
ー
ル
架
台
「
ソ
ー
ラ
ー
ス
タ
ン
ド
」
は
、

主
要
部
分
が
高
強
度
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
で
耐
久
性
が
高
い
。
地
面
に
置
く
だ
け
の

簡
単
施
工
が
特
徴
だ
。

　
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
台
風
な
ど
か
ら
保
護
す
る
暴
風

対
策
防
風
壁
「
ウ
ィ
ン
ド
ガ
ー
ド
」
は
、
重
さ
９

２
０

で
毎
秒

の
風
速
に
耐
え
ら
れ
る
。

置
く
だ
け
で
地
盤
を
掘
ら
な
い
た
め
工
期
は
短
く

低
コ
ス
ト
。
産
業
廃
棄
物
の
埋
め
立
て
や
岩
盤
な

ど
、
く
い
施
行
が
難
し
い
用
地
で
も
施
行
で
き

る
。
両
製
品
と
も
分
解
し
て
運
べ
現
場
で
の
組
み

立
て
が
可
能
。
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
材
を
注
入
し
結

合
す
る
。

堺
鋼
板

　
堺
鋼
板
は
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
の
強
み
を
生
か
し

た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
太

陽
光
発
電
用
架
台
に
お
け
る
短
納
期
と
省
コ
ス
ト

を
両
立
し
た
提
案
を
可
能
に
し
て
い
る
。
各
種
高

耐
食
性
メ
ッ
キ
鋼
板
を
常
時
在
庫
す
る
こ
と
で
、

材
料
不
足
・
調
達
難
の
リ
ス
ク
を
抑
制
。
顧
客
の

納
期
要
望
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
。

　
ま
た
架
台
設
計
か
ら
加
工
処
理
ま
で
、
全
行
程

を
同
一
工
場
に
て
一
括
生
産
。
生
産
コ
ス
ト
を
抑

え
、
高
い
品
質
を
維
持
し
な
が
ら
、
標
準
架
台
か

ら
オ
ー
ダ
ー
製
品
ま
で
多
様
化
す
る
要
求
に
幅
広

く
応
え
ら
れ
る
の
も
強
み
だ
。

太
陽
光
発
電
架
台
＆
関
連
機
器

主
要
各
社
の
製
品
・
技
術
（
掲
載
順
不
同
）

製
品
・
技
術
紹
介
、
次
頁
下
段
へ
続
く

設
置
工
事
費
減
る
傾
向
架
台
の
多
様
化
受
け
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

新エネルギーの発展を支える
土
地
条
件
に
応
じ
柔
軟
施
工

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ５月３０日 木曜日 　　

　
経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
と
、
固
定

価
格
買
取
制
度
で
発
電
施
設

と
し
て
認
定
を
受
け
た
設
備

の
う
ち
、
出
力
１

以
上

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
発
電
容

量
は

年
１
月
現
在
３
１
７

万

。

年
８
月
の

万

５
１
２
１
万

に
比
べ
る

と
、
約
半
年
で
５
・
６
倍
ま

で
拡
大
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導

入
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
あ
る
企

業
は
「
す
で
に
１
０
０

約
１
年
分

の
注
文
を
受

け
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
注
文

は
増
え
る
見
込
み
」
と
語
る

な
ど
、
太
陽
光
発
電
、
特
に

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
導
入
の
動
き

が
急
な
展
開
を
見
せ
て
い

る
。

　
だ
が
、
そ
の
規
模
に
つ
い

て
は
、
「
日
本
で
は
地
代
が

高
く
、
土
地
も
狭
い
こ
と
か

ら
、
欧
州
で
見
ら
れ
る
よ
う

な
１
０
０

ク
ラ
ス
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
導
入
し
づ
ら

い
」

配
電
機
器
メ
ー
カ

ー

こ
と
を
背
景
に
、
数

か
ら
数
十

ク
ラ
ス
の
中

小
規
模
の
発
電
所
が
中
心
に

な
る
と
の
見
方
が
強
い
。

　
そ
の
た
め
、
土
地
条
件
に

し
ば
ら
れ
な
い
設
置
場
所
を

選
定
す
る
試
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
郊
外
に
あ
る
空
き
地

の
ほ
か
、
都
会
で
も
ビ
ル
や

工
場
、
駐
車
場
の
屋
根
の
上

な
ど
、
日
が
当
た
る
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
導
入
を
図
る
動
き

が
、
試
験
的
な
も
の
も
含
め

活
発
化
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
必
要
と
さ
れ
る

の
は
、
土
地
や
建
物
自
体
へ

の
負
担
が
少
な
い
施
工
法

だ
。
従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
使
っ
た
基
礎
工
事
を
必
要

と
せ
ず
、
小
型
建
機
で
ス
ク

リ
ュ
ー
型
杭
を
打
ち
込
む
鋼

管
杭
工
法
や
、
屋
根
に
大
き

な
穴
を
あ
け
ず
連
結
用
デ
ィ

ス
ク
を
取
り
付
け
る
施
工
法

が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
状
況
に
応
じ
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
移
動
・
撤
去
で
き

る
よ
う
に
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
で

固
定
す
る
方
式
も
市
場
に
出

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
壁
面

な
ど
急
角
度
な
場
所
に
対
す

る
設
置
や
休
耕
地
な
ど
の
軟

地
へ
の
対
応
、
周
辺
環
境
に

影
響
の
少
な
い
素
材
選
び
な

ど
、
需
要
増
と
設
置
先
の
多

様
化
に
伴
い
、
架
台
メ
ー
カ

ー
に
対
す
る
要
求
は
今
後
い

っ
そ
う
高
度
化
し
て
い
く
と

見
ら
れ
る
。

　
住
宅
・
非
住
宅
向
け
に
か

か
わ
ら
ず
大
部
分
の
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
に
使
わ
れ
る

の
が
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を

置
く
た
め
の
架
台
だ
。
経
産

省
の
調
べ
で
は
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
コ
ス
ト
全
体
の

約

％
を
設
置
工
事
費
が
占

め
る
。
し
か
し
、
人
件
費
、

工
事
日
数
の
関
係
で
大
き
く

変
動
す
る
部
分
で
も
あ
り
、

特
に
架
台
の
施
工
性
は
大
き

く
影
響
す
る
。

　
そ
こ
で
架
台
メ
ー
カ
ー
各

社
は
、
少
し
で
も
設
置
の
コ

ス
ト
を
下
げ
る
た
め
の
研
究

・
開
発
を
進
め
て
い
る
。
そ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
軽
量
化
と

工
程
の
簡
略
化
だ
。

　
注
目
さ
れ
る
材
料
と
し
て

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｆ
Ｒ
Ｐ

、
ガ
ラ
ス
繊
維

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｇ
Ｆ

Ｒ
Ｐ

が
あ
る
。
鉄
製
と
比

べ
、
２
―
３
割
価
格
が
上
昇

す
る
も
の
も
あ
る
が
、
重
量

は
約
３
分
の
１
に
抑
え
ら
れ

る
。
手
持
ち
で
作
業
で
き
る

軽
さ
に
加
え
、
高
剛
性
で
耐

塩
性
も
あ
り
、
沿
岸
部
で
も

使
用
で
き
る
の
が
売
り
。
あ

る
Ｇ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
架
台
で
は
、

住
宅
向
け
な
ら
作
業
員
２
人

が
、
２
・
３
日
の
工
事
日
数

で
設
置
で
き
る
と
い
う
。

　
従
来
の
高
耐
食
性
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
で
も
、
形
状
を
工
夫

す
る
こ
と
で
材
料
の
使
用
量

を
削
減
し
、
軽
量
化
に
つ
な

げ
て
い
る
企
業
も
あ
る
。
部

材
を
パ
イ
プ
形
状
に
し
軽
量

化
を
図
り
な
が
ら
、
剛
性
を

維
持
す
る
試
み
な
ど
だ
。

　
国
際
的
な
架
台
メ
ー
カ
ー

が
導
入
を
進
め
る
な
ど
、
世

界
的
に
採
用
が
増
え
て
い
る

の
が
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
の

架
台
だ
。
軽
量
な
ア
ル
ミ
は

輸
送
や
設
置
場
所
ま
で
の
搬

送
の
負
荷
が
少
な
く
、
海
外

生
産
に
向
く
の
が
利
点
。

　
機
械
構
造
用
に
も
使
わ
れ

る
強
度
の
あ
る
素
材
を
使
え

ば
、

―

年
の
長
期
使
用

に
も
耐
え
ら
れ
る
と
い
う
。

腐
食
に
強
く
、
海
岸
線
の
多

い
日
本
の
地
形
に
も
向
く
。

ま
た
、
あ
る
メ
ー
カ
ー
で
は

支
柱
と
台
材
を
つ
な
ぐ
コ
ネ

ク
タ
ー
に
角
度
や
方
向
を
微

調
整
で
き
る
構
造
を
採
用
し

た
。
パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
ご
と

の
サ
イ
ズ
や
形
状
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
最
適
な
高

さ
や
日
射
角
度
に
設
置
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
し
て

は

年
に
経
済
産
業
省
・
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
庁
舎
に

導
入
し
た
高
密
度
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
樹
脂
の
タ
ン
ク
を
ベ
ー

ス
に
し
た
架
台
が
あ
る
。
重

さ
は

。
設
置
後
に
１

４
０

の
水
道
水
を
注
入
す

る
こ
と
で
安
定
さ
せ
る
。
水

は
非
常
用
水
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
お

り
、
貯
水
タ
ン
ク
の
役
割
も

果
た
す
。
耐
候
性
・
耐
薬
品

性
に
優
れ
、
紫
外
線
防
止
処

理
も
行
い
、
水
質
劣
化
を
抑

え
る
。
ま
た
、
兵
庫
県
佐
用

町
が
産
官
共
同
で
製
造
・
設

置
を
進
め
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
架
台
に
は
木
材
が
採
用
さ

れ
、
土
壌
へ
の
影
響
な
ど
周

辺
環
境
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
付
属
品
に
つ
い
て

も
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
固
定
に

使
用
す
る
押
さ
え
金
具
の
代

わ
り
に
、
挟
ん
で
固
定
す
る

ク
ラ
ン
プ
型
を
提
案
す
る
企

業
も
あ
る
。
金
具
で
は
ネ
ジ

を
パ
ネ
ル
の
裏
側
か
ら
も
締

結
す
る
必
要
が
あ
り
、
無
理

な
姿
勢
で
作
業
の
必
要
が
あ

る
な
ど
、
施
工
に
手
間
が
か

か
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
た
。
上
部
か
ら
ク
ラ
ン

プ
留
め
す
る
だ
け
で
固
定
で

き
る
構
造
と
す
る
こ
と
で
、

作
業
者
の
負
担
軽
減
と
作
業

ス
ピ
ー
ド
向
上
を
両
立
で
き

る
。

　
一
方
で
、
顧
客
の
納
期
変

更
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
生

産
体
制
の
構
築
も
必
要
だ
。

あ
る
メ
ー
カ
ー
で
は
「

メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
で

話
自
体
は

１
年
前
か
ら
あ
っ
て
も
、
実

際
に
契
約
と
な
る
の
は
施
工

の
一
カ
月
前
と
い
う
こ
と
も

あ
る
」
と
い
う
。
大
量
の
架

台
を
製
造
す
る
た
め
の
材
料

調
達
に
手
間
取
り
、
納
品
が

遅
れ
れ
ば
そ
の
分
顧
客
の
コ

ス
ト
に
跳
ね
返
る
。
そ
の
た

め
、
日
ご
ろ
か
ら
材
料
の
在

庫
を
確
保
し
、
顧
客
の
要
望

に
対
応
で
き
る
よ
う
備
え
て

い
る
と
い
う
。
　


